
令和５年１０月 

保護者・地域の皆様へ 

【中学校版】令和５年度全国学力・学習状況調査の結果 
菰野町教育委員会  

令和５年４月１８日に、中学校３年生を対象に実施された全国学力・学習状況調査の結果の概要をまとめ

ました。 

結果の公表については、保護者・地域の皆様に学校教育と家庭教育についてのご理解とご協力を得ること

が何よりも大切であると考え、教科に関する結果、学力の背景となっている生徒質問紙調査からみられた本

町の児童の好ましい傾向と教育課題、そして今後の取り組みについてお示しさせていただきます。 

 

 

 

  教科に関する調査は、国語、数学、英語の３教科で実施されました。本町では、国語、数学、英語それ

ぞれにおいて、全国の平均正答率を下回る結果となりました。 

  以下に、調査結果から「おおむね理解している問題」と「課題がみられた問題」についてまとめました。 
 

【中学校 国語】 
≪おおむね理解している問題≫ 

◇ 事象や行為、心情を表す語句について理解しているかどうかをみる問題。（正答率：約９割） 

・「落胆する」の意味として適切なものを選択することができます。   

≪課題がみられた問題≫ 

◆  観点を明確にして文章を比較し、表現の効果について考える問題。 （正答率：約６割） 

・二つの文章に共通する表現の効果として適切なものを選択することに課題がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

教科に関する調査結果の概要 
 

≪今後の学習の手立て≫ 

文章で述べられている内容を確かめさせた上で、文章のどの部分にどのような表現の工夫が

見られるかを捉えさせる学習場面を大切にします。その際、文章の構成や展開、引用や事例の

示し方、文末表現や文体などに着目させ、それらの工夫が文章の内容を伝えたり印象付けたり

する上で、どのように働いているかを考えさせる学習活動を計画的に設定していきます。 

 

課
題
が
み
ら
れ
た
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【中学校 数学】 
≪おおむね理解している問題≫ 

◇ 数と正式の乗法の計算ができるかどうかをみる問題。     （正答率：約８割） 

・12( ＋ )を計算することができます。 

≪課題がみられた問題≫ 

◆ 累積度数の意味を理解しているかどうかをみる問題。     （正答率：約３割） 

・女子 50m 自由形の記録の、最小の段階から 9.00 秒以上 30.00 秒未満の段階までの累積度数を求める

ことに課題がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【中学校 英語】                      
≪おおむね理解している問題≫ 

◇ ある状況を描写する英語を正確に聞き取る問題。       （正答率：約８割） 

・部屋の中の様子を描写する英語を聞き、その内容を最も適切に表している絵を選択することができます。 

     

≪課題がみられた問題≫  

◆ ある場面の会話を正確に聞き取る問題。           （正答率：約４割）              

・買い物場面における店員と客の会話を聞き、その内容を最も適切に表している絵を選択することに課

題がみられます。音の変化が起きる箇所を聞き取ることができていないと考えられます。  

 

課題がみられた問題 

≪今後の学習の手立て≫ 

「累積度数」は、度数分布表などを用いて

データの傾向を読み取る際に必要となる知識

です。今回の調査では、「四分位範囲」の意

味理解にも課題が見られる学校がありまし

た。「累積度数」「四分位範囲」は、「デー

タの活用」という学習領域の大切な数学用語

です。 

「累積度数」では、データ分布の傾向を捉

える活動を、「四分位範囲」では、複数の集

団のデータ分布に注目させて傾向を比較して

読み取る活動を大切にしていきます。 

また、「データの活用」を含めたすべての

学習領域において、数学用語の必要性と意味

をしっかりと理解させることを大切にしてい

きます。 



                      

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

菰野町では、教育活動全体において、子どもたち一人ひとりをほめたり、認めたり、励ましたりしな

がら自尊感情を育むこと、仲間と安心して学び合える学習環境をつくることを大切にしてまいりました。 

今後も、子どもたち一人ひとりのよさを認めたり、達成感を味わわせたり、子どもたちがお互いを認

め合ったり助け合ったりする教育活動を推進し、子どもたちが将来の夢や目標の実現に向かって自信を

高めていけるよう努めてまいります。 

また、菰野町の子どもたちは、保護者・地域の皆様に支えられ、すこやかに成長しています。今後も

保護者・地域の皆様と連携・協働して地域ならではの特色を生かした学校づくりを進めてまいります。 

課題がみられた問題 

≪今後の学習の手立て≫ 

 情報を正確に聞き取ることができるようにするためには、聞く学習活動を一時的なものにせず、継続

的に行っていく必要があります。自然な速さで話される音声を聞いて、語と語の連結による音変化や強

勢による英語特有のリズムやイントネーションに慣れる学習の機会を増やしていきます。 

 文部科学省より生徒一人ひとりに学習者用デジタル教科書が配付されています。学習者用デジタル教

科書を活用して、生徒が音の変化に着目して特定の箇所を聞いたり、速度を落として何度も聞き直した

りすることを大切にしていきます。 

生徒質問紙調査からみられた好ましい傾向 
 

自分には 

よいところがある 

83.2％ 
（全国 80.0％） 

いじめは 

どんな理由があっても

いけないことだと思う 

96.6％ 
（全国 66.3％） 

学校に行くことが

楽しい 

84.7％ 
（全国 81.8％） 

先生は 

自分の良いところを

認めてくれている 

89.0％ 

（全国 87.3％） 

※子どもたちが生徒質問紙で肯定的に回答した割合が全国より高かった設問より 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q 学校の授業時間以外に、普段、１日当たりどれくらいの時間、勉強しますか 

授業以外で１時間以上勉強をしてい

ると回答した生徒の割合は、全国と

比べて低い傾向にあります。 

家で自分で計画を立てて勉強（予習や復習をふくむ）をして

いる生徒ほど、３教科の正答率が高い傾向にあります。 

家庭で学習する習慣を身につけさせましょう 

 子どもたちに学校で学習した内容を定着させるためには、家庭での学習習慣を身につけさせることが

とても重要です。繰り返しの練習や授業の予習・復習に日常的に取り組むことで、基礎・基本が確実に

定着していきます。 

子どもたちが毎日の家庭学習に取り組むことができるように、励ましの声かけや学習に集中して取り

組める環境づくりにご協力をお願いします。 

 また、ゲームをする時間やスマートフォン、タブレットの使用時間が長時間とならないように、見守

りや声かけもお願いします。 

 菰野町では、家庭学習の充実ために「家庭学習の手引き」を作成し、子どもたちと保護者の皆様に配

付しています。「家庭学習の手引き」をご活用いただき、お子さんと一緒に家庭学習の取り組みについ

て、振り返っていただきますようお願いします。 

生徒質問紙調査からみられた課題 
 

保護者・地域の皆様へ 

菰野町では、学校と教育委員会が一体となって、子どもたちの「確かな学力」の育成をめざ

して、子どもたちが「わかる・できる喜び」を実感できる授業改善と学力向上に向けた取り組

みを進めてまいります。 

 今後も、学校・家庭・地域が一体となって、子どもたちの成長を支えてまいりたいと考えて

おりますので、ご理解とご協力をお願いします。 


